
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

本事業は、市町村における生活相談、人権相談など課題解決のため一定の効果を得ており、引き続き支援を行っ
ていく。

特記事項

□　余地なし ■　当面余地なし □　余地あり

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地なし ■　当面余地なし □　余地あり

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化 □　増加 ■　横ばい □　減少 判
定
の
説
明

・交流事業実施回数、相談件数とも増加傾向にあり、引き続きの
ニーズはある。
・市町村は、この補助金により、生活相談、人権相談など生活上
の課題解決のための事業を行うとともに、教養文化活動などを通
じて福祉の向上、住民交流を進め、一定の効果を得ている。

県の関与を見直す
余地

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

　市町村への補助により、地域における人権に関わ
る相談への適切な対応と、交流事業（講習会、各種
教室など）の実施を支援する。

人権に関する相談1,594件に適切に対応するとともに、交流事業を2,558回
実施するなど、地域における人権課題の解決に一定の成果が得られた。

b
期待どおり

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
交流事業1回あたり補助額

千円/回数 1.2 1.0 0.9

左記以外のH23年度実績

交流事業の総実施回数(活) 回 2,258 2,558 2,800

（効率指標　算出式）
　市町村補助額 ／ 実施回数

対応した相談の総件数(活) 件 936

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度 23年度 24年度（見込）

1,594 1,750

3,303 3,303

千円 81,092 74,371 77,998

0.40人 0.40 0.40

23年度事業費の主な内訳

千円 78,131 71,384 74,695

補助金(16市町村)：71,068千円

千円 77,747 71,068 ―

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費 千円 3,345

23年度 24年度（当初）

千円 25,923 23,613 24,908

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　地域住民の社会的、経済的かつ文化的な生活の向上を図るとともに、生活上の課題や様々な人権課題の解決を図るため、
人権・共生のまちづくりを推進する。

対　象 　市町村

目指すべき姿
　市町村における人権・共生のまちづくり施設等を活用した人権に関する取組を支援し、福祉、教育などの関係分野との連携
を図り、様々な人権課題の解決を図る。

事業内容

市町村が実施する次の事業に対する補助
・施設運営費・デイサービス事業
・地域交流促進事業
・継続的相談支援事業
・公的施設利用事業
・補助率：【国】1/2、【県】1/4、【市町村】1/4
　　　　　施設運営事業は、【国】1/3、【県】1/6、【市町村】1/2

人権・共生のまちづくり事業補助金交付要綱、地方改善事業費（隣保館運営費等）補助金交付要綱

実施方法 　市町村へ補助金を交付し実施
国庫･
県単

国庫補助事業

実施期間 Ｓ61 根拠法令等

事　業　名 人権・共生のまちづくり事業費補助金
内　線 3744

E-mail jinken-danjo@pref.nagano.lg.jp

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 02 09 02 中期総合計画主要施策番号 5-03
担
当
課

部・課 企画部　人権・男女共同参画課


